
麻酔器の酸素濃度を調節できます 

 

ヒトの気管内麻酔では酸素と窒素を混合して使用します。 

それは、純酸素麻酔による無気肺を防ぐ目的です。 

【以前笑気ガスを多用していた時代は、笑気ガス（N2O）に含まれる窒素で代替していましたが、笑気ガスを使わなくなった近年、人医では酸素以外

に窒素ガスを用いてブレンドしています】 

 

 

ところが多くの動物病院では窒素ガスの準備が困難で、純酸素（ボンベ）での麻酔が一般的でした。 

これでは短時間の手術では支障はない様ですが、手術時間が長くなると問題が起きることが指摘されています。 

 

そこで当社では、獣医医療の現場に即した対応として、酸素濃度を 25％～90％範囲で調節可能の酸素濃縮器を世界に先駆けて開発しました。 

 

ご参考にして下さい（本論文は日本大学生物資源科学部獣医学教授 山谷吉樹先生より頂戴いたしました） 

 

 

 

 

 



 

 



 


